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論 文 内 容 の 要 旨 
「目的」 
 体性感覚のうち触覚と振動覚の認知は、視覚認知と相補的な関係であることが知られている。難治性疼痛疾患であ






ム順応の方法は、非患側方向へと視野が 20°偏位するプリズムを着用して２週間１日１回 50 試行のポインティング
動作を行わせた。順応直前（pre）、初回順応直後（IA）、順応開始２週間後（post）の３時点において疼痛の程度（０






 （実験１）プリズム順応の直後から視野偏位に対する順応が得られ［vSMJ：pre 1.02（0.86、1.10）；IA －3.99
（－4.42、－1.63）］、２週間後も順応は継続した［post －1.27（－2.12、－1.07）］。プリズム順応直後に NRS は変
化しなかったが、５例全例で２週間後には疼痛が軽減した（NRS：pre＝IA 5.8＋/－1.48→post 2.4＋/－1.52、p<0.02）。
（実験２）プリズム順応は非患側方向 20°の偏位に対して方向特異的に再現性のある疼痛緩和効果があることが示さ
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響を与える（cross-modal）ことが示された。また視覚認知の偏位は脳内表象での運動プログラムの偏位と密接に関
与していると考えられることから CRPS では知覚－運動協応が障害されていることが示唆され、視覚経験を変化させ
るプリズム順応は CRPS に対する新たな治療戦略となり得る。 







に難治性疼痛患者（complex regional pain syndrome：CRPS）の臨床症状（浮腫・皮膚色調障害・協調運動障害）
も寛解することを明らかにした。このように本研究は、病的痛みは視覚（視空間認知）と相補的な関係であることを
明らかにしプリズム順応が CRPS に対する新たな治療戦略となりうることを示唆することから、学位の授与に値する
ものと考えられる。 
